
【学校教育目標】

自主・不屈・友愛の精神を身に付け、未来を創る生徒の育成

【目指す生徒の姿】
① 自主（J）：自分で考え判断し行動する生徒
② 不屈（F）：どんな困難も、乗り越えようとする生徒
③ 友愛（Y）：思いやりの心をもち、互いを尊重する生徒

４月１７日（木）に実施した、全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。
本校の３年生の状況についてお知らせします。

＜学力の状況について＞
国語、数学、理科の調査結果 左の表のように、３教科とも

に全国平均と同じか、それを上
国語 数学 理科※ 回る結果でした。次のような取

組が一定の成果につながってい
全国平均との比較 ○ ○○○ ○ るものと考えています。

・生徒主体の探究型授業への改
○○○ ＋5.0～ 「○」は平均と同じ程度、「○ 善
○○ ＋2.0～＋5.0 ○○」は平均を大きく上回っ ・主体的な学習態度の育成
○ ±2.０ ている、「△」は平均を下回 ・ＩＣＴの効果的活用
△ －2.0～ っているととらえます。 ・学習環境の整備 等

※理科については、ＩＲＴスコアでの比較です。ＩＲＴスコアとは、異なる問題を解いた生徒同士でも、同じ尺度で比

較できるスコアのこと。理科は、タブレットを活用したインターネットでの調査方法で行われ、全員が同じ問題を解

く方法ではないことから、このような比較方法となっています。

（課題） ・国語では、記述式で書くことが苦手の傾向がある。
・数学では、説明や証明する問題をあきらめてしまう傾向がある。
・理科では、「結果を予測する」「適切に表現する」問題に苦手意識がある。

これらの課題解決のために、引き続き授業改善に取り組んでいきます。

＜質問紙から分かることについて ◎：成果 ▲：課題 ＞
◎ 本校では、「自己肯定感や自己有用感の醸成」を重点の一つにしています。「自分は
大事な存在なのだと自信をもって生活できるようになってほしい」ということです。

そこで、次の①～③の質問に肯定的な回答をした
①自分にはよいところがある 生徒の割合を見ると、①と②では全国平均を大きく
②将来の夢や目標を持っている 上回り、③では全国平均程度でした。このことから、
③学校に行くのが楽しいと思う これまでの取組の成果が見られていると判断します。

▲ 向社会性（人助け、ボランティア、協力、共有といった「思いやり行動」のこと）
に課題が見られました。次の①～③の質問に肯定的な回答をした生徒の割合を見ると、
どれも全国平均を下回る状況でした。道徳教育や総合的な学習の時間、地域と連携し

た活動等において、更に
①人が困っているときは、進んで助けている 意識を高めていきたいと
②いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う 考えています。
③地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う

この他、家庭学習の時間が少ない状況が見られますので、一人一人の進路実現に向け
て、目標をもたせながら、全体と個別の両面から指導していきたいと考えています。
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学力は概ね良好、取組の成果が見える～全国学力・学習状況調査～



８月２９日（金）、秋田大学自殺予防総合研究セ
ンターの宮本翔平氏をお招きして、全校で、ＳＯＳ
の出し方研修会を行いました。自殺予防は今や大き
な社会問題で、子どもたちにとっても重要な問題で
す。自分が大きな悩みやストレスを抱えたときにど
うやって乗り越えたらよいか、また、「これ以上一
人で抱えきれない」となったときにどう行動したら
よいか、そういう命に関わる問題について学ぶ貴重
な時間でした。

１年 岸部樹生さんは「誰かのＳＯＳに気づけ
るようになりたい」、２年 宮腰敬太さんは「ＳＯ
Ｓに気づいたらきちんと聴いてあげたい」、３年
鳥潟春さんは「ＳＯＳの大切さ、出し方が分かっ
た」と感想を発表してくれました。

気づいてほしい、でも言えない～ ～ＳＯＳの出し方研修会～

校舎大規模改修工事Ⅱ期

夏休みから工事が始まりました。これまでに、
教室棟各階の床の研磨と塗装が終了し、とてもき
れいになりました。現在は、ワークスペース電灯
のＬＥＤ化と校舎の外壁や屋上の改修工事に入っ
ています。「ギャギャギャギャ！、ドドドド！」

等、大きな騒
音が出る工事
は休み時間に
やってもらう
こととして、
できるだけ授
業に支障が無
いようにお願
いしていると
ころです。

お見舞い申し上げます～大雨被害～

２日（火）の大雨の際には、本校の校舎
玄関前や自転車置き場等は冠水しました。
生徒たちに事故が無かったことが幸いで
す。御家族の皆様には、生徒たちの安全な
登下校に御理解と御協力をいただきまして
ありがとうございました。
御自宅が被害に遭われた方々には心から

お見舞い申し上げます。

英語暗唱で学習成果を見せる！

９月４日（木）、第７６回能代山本
中学校英語暗唱弁論大会が開かれ、
本校からは暗唱の部に１年 大澤詩織
さんと工藤佳穂さん、３年 工藤瑞穂
さんの３名が参加しました。
３名の生徒は、英語の担当の先生

の指導を受けながら、学級や学年の
生徒たちの前などで何度も練習を繰
り返して自信を深め、当日は落ち着
いて堂々と発表することができまし
た。
○暗唱の部

優勝 工藤 瑞穂さん
「My Prayer For Peace（平和
への祈り）」

優勝した工藤瑞穂さんは、１１日
（木）に生涯学習センター（秋田市）
で行われる全県大会に出場します。
活躍を期待しています。

☆ＳＯＳを出す３つのステップ☆
１ ＳＯＳを出す必要があると感じること
（混乱していたり、急に涙が出るなど）

２ ＳＯＳを出す相手を見つけること
（気持ちを安定させてくれる人）

３ 相手にわかりやすくＳＯＳを出すこと
（聞いてくれる？、しんどいんだよね…）


